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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コア導体（１）と、絶縁シールド（２）と、複数の開口部（４、４’）を有する外側導
体（３）と、外装（５）とを有する漏洩フィーダー構造を備える、データ信号を分配する
ための通信ケーブルであって、
　前記ケーブルの長さの少なくとも複数の部分に沿って照明装置（６、８）が配置され、
　前記外側導体（３）と前記外装（５）との間に、前記外側導体の開口部のエリアにおい
て中断されるシールディング又はスリーブを備え、　
　前記照明装置は、前記外側導体（３）に沿って前記外装（５）と前記絶縁シールド（２
）との間に配置される複数の光ユニット（６、６’、８）を備え、
　前記シールディング又はスリーブは、前記照明装置を収容するために使用されることを
特徴とする、データ信号を分配するための通信ケーブル。
【請求項２】
　前記照明装置は、複数の発光ダイオード（６、６’）、１つ又は複数の照明されたファ
イバーチューブ若しくはファイバーストリップ、１つ又は複数のプラスチック光ファイバ
ー（８）、蛍光ユニット、レーザ及び／又は電球、又はそれらの組み合わせを含む、請求
項１に記載の通信ケーブル。
【請求項３】
　前記照明装置は前記外装（５）の内側に放射状に配置される、請求項１又は２に記載の
通信ケーブル。
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【請求項４】
　前記外装（５）は透明、又は前記照明装置の少なくとも複数の領域において、少なくと
も透明エリア（７）又は開孔を含む、請求項１～３のいずれか１項に記載の通信ケーブル
。
【請求項５】
　前記絶縁シールドは導光材料から形成される、請求項１～４のいずれか１項に記載の通
信ケーブル。
【請求項６】
　前記外側導体（３）の前記開口部（４、４’）は前記照明装置によってもたらされる特
定の照明パターンに従って設計される、請求項１～５のいずれか１項に記載の通信ケーブ
ル。
【請求項７】
　前記通信ケーブルは無線データ信号を分配するために設計される、請求項１～６のいず
れか１項に記載の通信ケーブル。
【請求項８】
　前記コア導体及び前記外側導体は金属導体である、請求項１～７のいずれか１項に記載
の通信ケーブル。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の少なくとも１つの通信ケーブルを備える、データ
信号の分配及び照明のためのシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、データ信号、詳細には、モバイル通信のための無線データ信号を分配するた
めの漏洩フィーダー（leaky feeder）構造を有する通信ケーブル、並びにデータ信号の分
配及び照明のためのシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　漏洩フィーダーの技法は通信技術において広く使用される。通常、漏洩フィーダーは、
絶縁層によって包囲される内側導体と、絶縁シールドを覆うように配置される外側導体と
、外側導体を取り巻く外装とを備える同軸ケーブルである。同軸ケーブルがその長さに沿
って電波、特に、ＶＨＦ波及びＵＨＦ波又はＷＬＡＮ、ＬＴＥ若しくはＵＭＴＳのような
モバイル電気通信システムの電波を放出し、受信するように、外側導体はその長さに沿っ
て複数のスロット、間隙又は他の開口部を有する。このようにして、漏洩フィーダーは、
種々の応用形態において、例えば、地中通信のために、航空機システムにおいて、建物内
通信において、モバイル通信において、そして数多くの他の応用形態において放射ケーブ
ル又はアンテナとして使用される。
【０００３】
　特許文献１において、漏洩フィーダーが、マルチユーザ無線通信システムのための分散
開口アンテナとして使用される。漏洩フィーダーの開口部によって、放射されたエネルギ
ーがアンテナから漏洩し、受信機をアンテナに接続することができる低電力の局在化した
電界を形成できるようになる。複数の電界は、通信システムにわたって電界強度が分配さ
れるのを確実にする。漏洩フィーダーは、既存の利用チャネル内に他の配線束とともに、
又は部屋若しくは車両の天井若しくは床内だけに設置することができる。漏洩フィーダー
の信号は構造上、遮蔽されないので、通信システムに影響を及ぼすことになる点に注意を
払うべきである。このようにして、漏洩フィーダーは多くの場合に、露出した目に見える
エリアに設置され、部屋又は車両の様式及び光学設計を妨げる。
【０００４】
　特許文献２は、光通信のために漏洩光ファイバーを用いる通信システムを記述する。そ
のシステムは、光通信デバイスとして動作する。無線信号の代わりに、発光ユニット、例
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えば、レーザダイオード又は発光ダイオードの光によってデータが送信される。その光は
、送信されることになるデータに応じて信号コントローラーによって変調される。その後
、光信号データは漏洩光ファイバーによって伝達される。受光ユニットがその光を受光し
、復調して、結果として生成されたデータをネットワークに送信する。発光ユニットの光
は、伝達されることになるデータを変調するためにのみ用いられる。しかし、そのシステ
ムは、他のケーブリングシステムと組み合わせて使用することができる。
【０００５】
　既知の通信システムは、データの送信又は受信だけに目を向けている。そのようなシス
テムの装置では他の機能は実行されない。それゆえ、他の機能のためのシステムは別に設
計され、設置されなければならない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】国際公開第２００４／０７３１９９号
【特許文献２】欧州特許第１８５５３９８号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、複数の目的を果たし、全体的な設置労力及びコストを削減し、設置空
間を節約し、簡単な構造を含む通信ケーブルを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　これらの目的及び他の目的は、独立請求項１及び１５に記載の通信ケーブル及びシステ
ムによって実現される。本発明による通信ケーブルの有利な特徴及び好ましい態様が従属
請求項において開示される。
【０００９】
　本発明による、データ信号を分配するための通信ケーブル、詳細には、無線データ信号
を均一に分配するための通信ケーブルは、コア導体と、絶縁シールドと、基本的にその全
長に沿って複数の開口部を有する外側導体と、外装とを備える。通信ケーブルは漏洩フィ
ーダー構造として設計されることが好ましく、その場合、外側導体の開口部がデータ信号
を分配するための役割を果たす。ケーブルの長さの少なくとも複数の部分に沿って、好ま
しくは更に大きな部分又はケーブルの全長に沿って照明装置が配置される。
【００１０】
　したがって、データ信号を分配する基本機能とは別に、その通信ケーブルは、デザイン
要素として、歩道、非常口等を指示するための支援手段として、部屋、トンネル、航空機
等の照明のための支援手段として、通信ケーブルの監視のための支援手段として、及び他
の応用形態のための支援手段として機能することもできる。本発明による通信ケーブルは
、両方の機能のために必要とされる設置が一度だけであり、これら全ての機能を実現する
ために必要な配線の重量を削減するので、設置空間を節約する。
【００１１】
　また、通信ケーブルの外側導体は、ケーブルの具体的な要件に応じて更なる層を備える
こともできる。例えば、絶縁するための層、外側導体が見えないように保護するための層
、及び／又は材料を分離するための層が存在することができる。これらの層は、放射ケー
ブルを提供するために、電波が少なくとも部分的にそれらの層を透過することができるよ
うに設計される。
【００１２】
　通信ケーブルは、無線データ信号を分配するために、例えば、ＧＳＭ（登録商標）、３
ＧＰＰ、ＰＣＳ、ＬＴＥ、ＵＭＴＳ、ＷＬＡＮ、ＣＤＭＡ９５、ＣＤＭＡ２０００又は他
の無線通信システムによる通信のために用いられることが有利である。したがって、通信
ケーブルは、無線データの送信及び受信のために同軸ケーブルにおいて用いられるような
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コア導体及び外側導体として金属導体、詳細には、銅導体を備えることが好ましい。しか
し、漏洩フィーダー構造を含む他の同軸ケーブル内に照明装置を組み込むこともできる。
【００１３】
　通信ケーブルの長さの少なくとも複数の部分に沿って配置される照明装置は種々の異な
るレイアウトを含むことができる。一般的に、照明装置は、発光ダイオード（ＬＥＤ）の
ような１つ又は複数の発光ユニット、１つ又は複数の照明されるファイバーチューブ又は
ファイバーストリップ、１つ又は複数のプラスチック／ポリマー光ファイバー（ＰＯＦ）
、蛍光ユニット、レーザ及び／又は電球、又はそれらの組み合わせを備えることができる
。光ユニット自体は、幾つかの発光素子によって構成することができる。光ユニットは種
々の色を含むことができる。また、光ユニットは、漏洩フィーダー構造のサイズと調和す
る限り、種々のサイズを有することができる。
【００１４】
　一態様では、誘電体エリアが硬質材料によって満たされるのではなく、互いの間に蛍光
のためのガスを満たすことができる空き領域を画定する距離ホルダーによって占められる
ようにして、このエリアによって蛍光ユニットを実現することができる。外側導体の内側
、又は外側導体の外側だけに、ガスが拡散するのを防ぐ透明外装要素を設けることになる
。さらに、距離ホルダーはケーブルの陰極及び陽極として用いることができる。
【００１５】
　一態様では、照明装置は外装の外面上に位置することができる。これは、例えば、接着
剤のような接着によって、外装上に取り付けることができる複数の光ユニットによって実
現することができる。光ユニットによって外側導体の開口部を覆わないことに注意を払う
べきである。光ユニットは、ＬＥＤユニット、蛍光素子又は他の発光素子とすることがで
きる。外側導体を覆う第１の外装に加えて、第１の外装の外面上に配置される照明装置を
覆うための第２の外装を設けることもできる。
【００１６】
　通信ケーブルの照明装置は、漏洩フィーダー構造の電源とは別の電源によって電力を供
給することができる。例えば、外装の外面上のＬＥＤユニットの場合、別の電源によって
電力を供給することができる。代替的には、漏洩フィーダー構造の電源を用いて、照明装
置にエネルギーを供給することができる。
【００１７】
　更なる態様では、通信ケーブルの照明装置は、外装の内側に放射状に配置され、外装は
透明であるか、又は少なくとも照明装置の領域内に開孔を有する。照明装置は、通信ケー
ブルの長さに沿って、外装と外側導体との間に配置することができる。照明装置の光ユニ
ットは、開口部を完全に覆うことなく外側導体の開口部内に位置することもできるし、光
ユニットは、外側導体内の別々の穴に位置することもできる。また、照明装置の光ユニッ
トは、好ましくは外側導体内の開口部に隣接して、又は開口部間において、絶縁シールド
の外面上又は外面内に配置することができる。要するに、本態様では、照明装置は、外側
導体に沿って外装と絶縁シールドとの間に配置される複数の光ユニットを備え、外装は少
なくとも光ユニットの領域において透明である。この場合、例えば、外側導体は、外側導
体に沿って外装と絶縁シールドとの間に配置される光ユニットの電源の一部とすることが
でき、照明装置のための別の電源は不要である。したがって、外側導体は、照明装置の光
ユニットに電力を供給するのに寄与する。
【００１８】
　通信ケーブルの好ましい例では、開口部及び照明装置は、放射及び照明が同じ空間方向
に放出されるように配置される。これは、放射を、例えば、地面、壁又は天井に向かって
ではなく、周囲の空き領域に向けることができるように、通信ケーブルが地面、壁及び／
又は天井に取り付けられる場合に有利である。
【００１９】
　更に別の態様では、照明装置は、コア導体に沿って絶縁シールドの内側に放射状に配置
される複数の光ユニットを備える。その際、絶縁シールド及び外装は、少なくとも外側導
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体の開口部の領域において、及び／又は外側導体内の他の穴の領域において透明である。
この場合、例えば、コア導体は、絶縁シールドの内側に放射状に配置される光ユニットの
電源の一部とすることができる。したがって、コア導体は照明装置の光ユニットに電力を
供給するのに寄与する。
【００２０】
　本発明による通信ケーブルの一例では、照明装置の電力供給は一般的に２つ以上の導体
を必要とする。漏洩フィーダー構造のコア導体及び外側導体のいずれも用いないか、又は
一方若しくは両方を用いて照明装置に電力を供給できるように、漏洩フィーダー構造及び
照明装置の組み合わせを実現することができる。照明装置が漏洩フィーダー構造の導体に
よって電力を供給される場合、設置の労力が軽減され、通信ケーブル内に必要とされる空
間が少なくなる。
【００２１】
　上記の態様を組み合わせることができることは当業者には明らかである。例えば、外装
の内側に、及び絶縁シールドの内側に光ユニットが存在する場合がある。これら全ての態
様の場合に、外装及び／又は絶縁シールドは、光ユニットを収容するために、それらの内
面又は外面上にわずかな凹みを有することができる。照明装置を収容するために、外側導
体と外装との間に第２のシールディング又はスリーブを用いることもでき、第２のシール
ディング又はスリーブは、データ信号を適切に分配できるようにするために、外側導体の
開口部のエリアにおいて中断される。また、スリーブは導光体として設計することもでき
、照明装置としての役割を果たすこともできる。また、絶縁シールドを導光材料から作製
することもできる。光ユニットによって放出される光は絶縁シールドを照明し、外側導体
の開口部及び外装内の透明エリアを経由して通信ケーブルを出ることができる。
【００２２】
　外側導体、外装及び絶縁シールド内の開口部、穴及び／又は開孔は、特定の照明パター
ンを生成するように設計することができる。照明パターンは、周期的に変化する色、又は
通信ケーブルの１つの部分の一方の端部から別の端部まで、若しくはケーブルの全長に沿
って変化する色を含むことができる。または、光ユニットは、造形的パターン、例えば、
通信ケーブルの周囲における螺旋パターン又は矢印パターン等に配置することができる。
【００２３】
　上記の利点とは別に、照明装置を用いて、外側導体内の開口部を確認又は検分し、漏洩
フィーダー構造を検分及び点検するのを助けることができる。
【００２４】
　本発明による、データ信号を分配し、同時に照明するためのシステムは、上記のような
通信ケーブルを使用する。このシステムによれば、通信ケーブルを容易に、かつ周囲の様
式にあまり干渉することなく設置することができる。また、そのシステムは、位置確認及
び注意喚起に有用な用途を提供することができる。
【００２５】
　本発明の幾つかの実施形態が添付の図面において例示されることになるが、それらの実
施形態は説明するための役割を果たすにすぎず、本発明の範囲を制限すると解釈されるべ
きではない。図面から明らかになる本発明の特徴は、それだけで、かつ任意の組み合わせ
において本発明の開示の一部と見なされるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明による通信ケーブルの第１の例示的な実施形態の図である。
【図２】本発明による通信ケーブルの第２の例示的な実施形態の図である。
【図３】本発明による通信ケーブルの第３の例示的な実施形態の図である。
【図４】本発明による通信ケーブルの第４の例示的な実施形態の図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　図１～図４による通信ケーブルは、漏洩フィーダー構造を有するケーブルを示す。その
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漏洩フィーダー構造は全体として以下の部品：コア導体１、絶縁シールド２、外側導体３
、複数の開口部４及び外装５を備える。さらに、図１～図４による通信ケーブルは、通信
ケーブルの長さに沿って照明装置のためのＬＥＤ６又はプラスチック光ファイバー８を備
える。コア導体１は、図１～図４に示される通信ケーブルを介して無線で放出するように
意図することができる無線信号を搬送するのに適している場合がある。絶縁シールド２は
誘電体材料を含み、とりわけ、コア導体１によって搬送されるような電波をその中を通し
て放射できるように、電界によって分極できるようにしながら、通信ケーブルの素子及び
構成要素の所望の幾何学的配置を提供するために用いることができる。外側導体３は、更
なるシールディングとして作用できるようにし、コア導体１を絶縁するのを助けることが
できる。ＬＥＤ６又はプラスチック光ファイバー８は、可視スペクトル内の発光を生成す
るように動作可能な場合がある適切なロジック、回路及び／又はコードを備えることがで
きる。
【００２８】
　上記のように、漏洩フィーダー構造を有する通信ケーブルは、コア導体１と、コア導体
１を包囲する絶縁シールド２と、絶縁シールド２の周囲にあり、全長に沿って複数の開口
部４を有する外側導体３と、外側導体４を覆う外装５とを備えることができる。コア導体
１及び外側導体３は、例えば、銅から形成される。代替的には、銅合金、銀、更にはアル
ミニウムを用いることができる。絶縁シールドは誘電体材料から形成され、照明装置を収
容するために、その内面又は外面上に形成された凹みを有することができる。図示される
ように、絶縁シールドは円筒形の形状を含むが、漏洩フィーダー構造の機能を確保し、更
に、例えば、異なる光パターンを作り出すために、通信ケーブルの照明機能のデザイン要
素を表すことができる三角形、四角形又は他の非円筒形の形状を有することもできる。
【００２９】
　図１の例示的な実施形態では、通信ケーブルは、外側導体３の外面上に位置決めされた
ＬＥＤ６の形をとる光ユニットを備える例示的な照明装置を備える。ＬＥＤ６は、例えば
、ケーブルの長さに沿って長手方向に配置される。図１において、ＬＥＤ６は等間隔で配
置されるが、ＬＥＤ６間の任意の間隔を用いることができることは当業者には明らかであ
ろう。ＬＥＤ６は、開口部４の機能への干渉を大きく軽減できるように配置される。例え
ば、ＬＥＤのラインは長手方向においていかなる開口部も含まない外側導体３の外周の部
分に位置し、一方、開口部４のラインは、外側導体３の外周の別の部分においてケーブル
の長手方向に延在する。
【００３０】
　本発明の種々の実施形態によれば、外装５は、小さな凹み（図示せず）を有することが
でき、これらの凹みはＬＥＤ６を収容する。外装５は、凹みのエリアにおいて透明な材料
、例えば、図１に示されるように、光ユニットのラインの長さに沿って長手方向の透明な
ストライプ７を含むことができる。透明材料エリアもＬＥＤ６を収容する凹みを含むこと
ができる。外側導体３は、場合によっては、ＬＥＤ６に電力を供給することができる。
【００３１】
　図２の例示的な実施形態では、通信ケーブルは、外側導体３の開口部４の角に位置決め
される円形（又は任意の形状の）ＬＥＤ６’の形の光ユニットを有する照明装置を備える
。開口部４の残りの開孔は、通信ケーブルの漏洩フィーダー構造が適切に機能するのを確
実にする設計及びサイズを有する。外装５は透明にすることができる。ＬＥＤ６’は、外
側導体３によって電力を供給することができる。本発明の幾つかの実施形態によれば、Ｌ
ＥＤ６’は、異なる色の光を放出することができる。また、ＬＥＤ６’は、代替的には、
開口部４の別の角に、又は開口部４内の他の場所に位置決めすることができる。このよう
にして、ＬＥＤ６の配置は、図２に示される実施形態の通信ケーブルのための所望の光パ
ターンを形成するように配置することができる。
【００３２】
　図３の例示的な実施形態では、通信ケーブルは、プラスチック光ファイバー（ＰＯＦ：
plastic optical fiber）８の形の光ユニットを備える照明装置を備えており、それは通
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信ケーブルの長さに沿って延在する絶縁シールド２内の凹部９内のインレーとして設計さ
れる。外側導体３は、外側導体３の長さに沿ってスリット４’の形の開口部を有する。ス
リット４’は、凹部９に向かい合って配置され、プラスチック光ファイバー８を覆う。ス
リット４’は、図示されるように螺旋形のスリットとすることもできるし、直線のスリッ
トとすることもできるし、任意の他の所望の形状にすることもできる。外装５は、例えば
、その長さに沿って透明にすることができる。プラスチック光ファイバー８は、通信ケー
ブルが柔軟性を保持し、角等の周囲に容易に設置することができるように柔軟性がある。
当然、プラスチック光ファイバーに関して、螺旋形の形状以外のパターンも可能である。
【００３３】
　図４による更に別の例示的な実施形態では、通信ケーブルは、内側コア導体１と、誘電
体絶縁シールド２と、開口部４を有する外側導体３と、外装５とを備える漏洩フィーダー
構造を備える。この実施形態では、例えば、ＬＥＤ６によって表される照明装置、そして
好ましくは照明装置の電力供給も、外装５の上に追加され、完全に、又は部分的に透明に
することができる第２の外装１０によって保護することができる。この場合、外装５、す
なわち、第１の外装は、例えば、黒色であり、ＬＥＤ６によって放出される光の或る量の
反射を提供する。この概念によれば、照明装置の光ユニットが通信ケーブルの第１の外装
５の外面上に位置するので、通信部分及び照明部分を独立して製造できるようになる。更
なる第２の外装１０を用いて、照明装置を保護し、第１の外装５の外面に固定する。
【００３４】
　一般的に、本発明による通信ケーブルは、ケーブル損傷を検出するために用いることが
できる。例えば、照明がもはや正常に機能していないケーブルに沿った場所において損傷
が検出される。これは、照明装置及び／又は供給導体が損傷を受けたという指示を与え、
それにより、ケーブル上の損傷場所を見つける視覚的な手掛かりを与える。
【００３５】
　図１～図４による通信ケーブルの電波放射機能は、漏洩フィーダーの技術概念に従って
おり、漏洩フィーダーの技術概念は当該技術分野において既知であるので、本明細書では
詳細には説明されない。図示される通信ケーブルは、特に閉じた環境内で、データ信号の
分配及びケーブルを露出して若しくは目に見えるように設置する際に用いられる照明のた
めのシステムの一部とすることができる。例えば、図１～図４において例示されるような
、異なる光ユニット、光ユニットの異なるパターン又は光ユニットの異なる位置を含む照
明装置の異なるレイアウトを単一の通信ケーブル内で組み合わせることができることは当
業者には明らかになるであろう。このようにして、ケーブルに沿って通信及び多種多様の
光パターンの照明のためのシステムを提供する。さらに、データ信号の分配及び照明のた
めのシステムは複数の別々に設置された通信ケーブルを含むことができ、及び／又は複数
の通信ケーブルは様々な設計からなる通信ケーブルを含むことができる。詳細には、異な
る設計を有する幾つかの通信ケーブルを組み合わせることができる。
【符号の説明】
【００３６】
　　１　コア導体
　　２　絶縁シールド
　　３　外側導体
　　４、４’　開口部
　　５　外装
　　６、６’　ＬＥＤ
　　７　透明エリア
　　８　プラスチック光ファイバー
　　９　凹部
　　１０　第２の外装
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